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Sy鰐OPSヱS: k hiき沌-spee成　con息ca巨scann五m富　ま摘ar for measu訂ing the vartical

pro fi且e Q雷　もbe　雨摘　was cons甑ucもe戎　and　もesもed｡晋be　詔easurient is based

om　もhe　もi誠e corre且a七五on　辺∈沌hod us息ng th鐙　aeroso且　distribuもion pattern as

a tracer｡晋he　留まnd　速まrec七五on and　関五m盈　spee戎　up　もo the height of lkm were

leasurea by　もhe　五五舶r｡冒be　訂eSuHs agree wi抽　S摘ultaneous pibal

詔easure詔ents.

エアロゾル分布パターンをトレ-サーとした風向風連の鉛直プロファイルの測

定を≡　　とするラ　　ーを義..蝣-o'､　三実意�"｣''_."Sた｡謀三原理I*.ライダーによ

りエアロゾルの高度分布の時間変化を複数の方向で測定し､時間相関法によりエ

アロゾル分布パターンの移動速度をすなわち風向風速を求めるものである｡製作

した装置ではFi g｡ 1に示すようなコニカルスキャン方式により6方向のライ

･.*-i-----:'モJ¥.逗で喜こr-.v�"-'モ　　這し致二　=:二:tで二　シTE･ツト隻にスキャンした｡

:^キサン糞は全:鞄-J.i.�"-.'�"--としたI , 1/-　　　よ　∴⊂ン一　一の第2高調波(5

32　n m,出力約200mJ)を履いた｡

高度毎に測定した6点のエア田ゾル濃度の時系列データ(Fi g｡ 2)の相互

相関を1 5通りのすべての組合わせで計算し､エアロ.ゾル分布パターンの移動時
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Fig鳥　BIo蕗　diagra詔　of conica巨scannmg
もime-correユation　五五aar sysもe詔｡
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Fig｡2　Te詔poraユ　Cぬange of the received signal.
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間に対応する時間遅れを求めた｡Figに相互相関の計算例を示す｡エアロ

�"/蝣蝣蝣蝣蝣蝣''j:"<<?バーン:o空間的相聞が等方的である場合､風rElを6a.5,逗蝣'cTミp､ミ
I関をとる2点間の距離をL､2点間の方向を8とすると時間遅れも詔は理論的に､

七詔　=(L/v) cqs(0-68) ( i :

と書ける(Fig｡4)Fi｡5に高度200mにおけるも詔/Lの実験値を

ぎく･T;読)-jとして運正誤でプ=ヅトした�"蝣1^
｡V-/'式は'-.ォmをます7V.､主皇:'&'*�"--'-I､ニ
通りほぼ円周上に並ぶことがわかる｡Fig.5車に示した円はデータ点に最か

2乗法でフィットした｡円の中心の方向が風向を､円の直径が風連を表わす0番

高度について同様の方法で風向風連が求められた｡

Fig｡6は上の方法によりライダーで求めた風向風連の鉛直プロファイルを

パイパルによる同時観測の結果と比較して示したものである｡両者の測定結果は

ほぼ一致した｡この実験ではエアロゾルをトレーサーとして高度約且kmまでの

風向風連が測定できた｡また､雲のパターンをトレーサーとしたさらに上空(測

定ft'llでは善悪IJkin付近)の風穴想遠の測達が誓なえた｡r;-j戸三十'ciラ,一蝣/r*-.･＼:

イパルに替わる測器として期待される｡
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Fig.3　Exa王aple of　抽e ti血e
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【TimeLag】= (L/V)Cos(8-80)
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Fig.6

晋he wind profi互e　詔easured by the lidar.
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